
 

平成 30 年 5 月 14 日 

各  位 

会 社 名 新 日 本 空 調 株 式 会 社 

代 表 者 名 代表取締役社長 夏 井 博 史  

コード番号 1952 （東証 第 1 部） 

問 合 せ 先 常務取締役経営企画本部長 赤松敬一

 （TEL 03-3639-2700） 

 

中期経営計画の目標修正（上方修正）に関するお知らせ 

 

当社は、2017 年 3 月 28 日に公表しました中期経営計画 『 SNK Value Innovation 2020 』の業績目標

について、下記のとおり上方修正しましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

1．中期経営計画『 SNK Value Innovation 2020 』の目標修正（連結）             （単位：百万円） 

 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

予 想 実 績 予 想 当初目標 目標修正 

売上高 110,000 111,742 115,000 120,000 120,000

当期純利益 3,000 3,449 3,700 3,400 4,000

ROE － 8.4％ 8.5％以上 － 8.5％以上

総還元性向 － 38.5％ 50％を指標 － 50％を指標

配当性向 30％以上 32.0％ 30％以上 30％以上 30％以上

 

2．修正の理由 

当社は、「地球環境の保全と持続可能な地球社会の実現に貢献する環境ソリューションカンパニー 

として、顧客や社会の要請に応え、2020 年代への持続的成長と新たな企業価値の創造を目指す。」を 

基本方針として、2017 年度から新中期三か年経営計画『 SNK Value Innovation 2020 』を推進  

してきました。その結果、2017 年度は、業績が堅調に推移し、当期純利益が予想を 15.0％上回る  

34 億 4 千 9 百万円となり、当初掲げた中期三か年経営計画の最終年度の目標である 34 億円を 2 年

前倒しで達成したこと等を勘案し、中期経営計画 2 年目である 2018 年度の当期純利益を 37 億円   

（予想額比 15.6％増）、最終年度の 2019 年度の当期純利益を 40 億円（予想額比 17.6％増）に上方

修正いたしました。 

今後新たな利益配分に関する基本方針として、総還元性向 50％を指標とし、配当性向を 30％以上、

また、自己株式取得は発行済株式総数の 10％を上限に、資本効率の向上と機動的な財務政策の実

現を目的とし、今後も弾力的に実施していきます。 

 

（注） 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の 

業績は、様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上 
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